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2001年のオホーツク海の氷況

舘山 一孝 (伸オホーツク流氷科学研究所 )
青田 昌秋 (北海道大学低温科学研究所付属流氷研究施設 )

1.は じめに

1990年代からオホーツク海の海氷面積の

急激な減少傾向が報告されるなか,21X11年

は海氷が非常に多く,1971年気象庁の観測

史上 2番目の面積を記録した.オホーツク

海の面積は 15713万 km2(田畑,1978)で ,

気象庁によると過去最大面積は 1978年 2月

28日 に 15225万 km2を 示し,これはオホ

ーツク海全体の 969%に相当する.21X11年

は 3月 5日 に最大面積を示し,15167万 km2

で 965%で あつた.つ まり第 1位と第 2位

の差が 04%しかないことから,2tX11年 は過

去 30年間で最大級の面積と言える.

本研究は,21X11年の氷況 〈海氷面積,厚

さ,時期)を速報として説明する。また,

過去の氷況と比較し,北海道沿岸の気温・

水温データから2CX11年に海氷が多かつた

原因を検討する.

図 1 21X11年 3月 17日 CMS‐5可視画像

東海大学情報技術センター提供

2.使用したデータ

使用したデータを表 1に示す.衛星搭載
マイクロ波放射計データから海氷の厚さを

求めた手法については,本書の「オホーツ

ク海の氷厚データセットの開発」を参照さ

れたい。北海道沿岸の気象・水温データに

関しては,紋別市の沖合い lkmに位置する

氷海観測施設「オホーツクタワー」のデー

タを用いた。気温と水温は,平均潮位より

それぞれ 43m, 2mの位置で観測されてい

る.

表 1 使用したデータの概要

ア~タ 観測機関′センサー 期  間

海氷面根
気象庁

(GMSうによる)

1971～ 19"年

5日 おき

海氷厚さ
術星搭載マイクロ

波放射計 SSMa
1991～2∞ 1年

毎日

ヨし海道沿岸

気温 水温
オホーツクタワー

1996年～

毎日

3.結果

(1)過去 31年間の面積変動

図 2は ,12月 から4月 までの5ケ 月間の

海氷面積を積算したもので,1971年 から

SSNSS:ミ ヨ番目
Y2ar

図 2 1971年～2CX11年 (31年間)の積算
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海氷面積の時系列

1999年の気象庁のデータと 1991年から

2001年 までの SSM′ のデータを接続して過

去 31年間にわたるオホーツク海の海氷面

積の時系列を示したものである.

1971～ 1997年では積算海氷面積に顕著な

減少傾向が見られたが,1998年以降は急激

な回復を示し,減少傾向が弱まつているこ

とがわかつた .

(2)過去 10年間の体積 氷厚の変動
図 3はマイクロ波放射計 SSMД による積

算海氷面積 (実線 )と最大面積日に海氷が

オホーツク海を占めた割合 (点線)の変動

を示している.SSM/1は 1987年に打ち上げ

られたものの,セ ンサーが不調だつたため ,

本研究は 1991年 12月からのデータを使用

している。

+a6jmuEd 16.d Grdrni v'312r+llae
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図 3 マイクロ波放射計によつて求められた

積算海氷面積の変動 [1991/92‐ 29K1/C11]

積算面積で比較すると,少氷年 (1996年 ,

68× 106km2)と 多氷年 (21X11年 ;141×

106km2)の差は約 2倍になつていた.本研

究では,オホーック海の海氷の他に日本

海・太平洋流出分を含めた海氷面積を計算

しているのため,2CX11年のオホーツク海の

最大海氷面積は 99%と計算された。

図 4は図 3と 同様に SsM/1のデータから

求めた積算海氷体積の変動を示している.

Winlg lo餃詢L・ApHl

凶 4 マつ ク U凛以詢 訂 に よ つ C水の うイした

積算海氷体積の変動 [1991/92‐豹∝Юll

体積で比較すると,少氷年 (1996年 ,184
xl♂km3)と 多氷年 (2∞ 1年,544X103km3)

の差は 3倍にも強調されていた。これは図

5に示すように,氷厚の違いの効果が大き

く,1996年 と 21X11年の間では平均氷厚に

16cmも の差があったことが主因であると

思われる.ま た,最大氷厚を示した日は最

大面積日より3～20日遅く,1996年の最少

氷年を境にオホーック海全体の氷厚が増加

していることがわかつた。
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図 5 マイクロ波放射計によつて求められた
オホーツク海全体の平均氷厚の変動

[1991/92‐ 2CXX1/t11〕
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(2)過去 5年間の沿岸気温 水温の変動
図 6はオホーックタワーで観測された

1996年 2月 から 2tX11年 4月 までの北海道

沿岸域の気温・水温を示している.21X11年

は少氷年の 1997年に比べて夏期の気温が

高かつたが,冬期の平均気温は過去 5年間

で最も低かつた.そのため秋から冬にかけ

て水温の冷却が発達しており,水温の冷却

度は 5年間で最大であつた.

北海道の雪氷 N020(2001)

図 7は北大低温研の流氷レーダによる沿

岸氷量の変動を示したものである.丸印で

示されている年は平年よりも早くレーダに

よる流氷初日を迎えた年を表している。平

年値よりも早く流氷初日を迎えることは ,

流氷とともに冷水のフロントが平年よりも

早く南下することを示していると考えられ

る。一方で平年よりも早く流氷が来る年は

多氷年とほぼ一致している。つまり,北海

道沿岸の冬期水温からオホーツク海全体の

平均水温を推定することできないが,水温

の変動を把握することで北海道へ南下して

くる流氷量を予洒1す ることができると考え

られる。

表 2はオホーックタヮーで観測された水

温データから,前年の夏期に水温と気温が

逆転した日付 (水温降下開始日)と 0°C,
-1°Cに達した日付を示したものである。表
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図 6 マイクロ波放射計による観測結果

[1992‐ 21X11]

図 7 北大流氷研の流氷 レーダによる沿岸流氷量 (枝幸～紋別～網走 )の変動

丸印は平年値 (1月 14日 )よ りも早 く流氷初日を迎えた年に付けられ

ている

1979-19881969‐ 1978

1  2  3 4  5

1989-1998 1999‐ 2001
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表 2 オホーツクタワーにおける水温変化

年 水温下降開始 ' 0'C ‐ 1℃

1997

1"8

1999

20Xl

2∞ 1

9月 20日

9月 10日

9月 22日

9月 14日

9月  3日

1月  16日

1月 15日

1月  2日

1月  ,日

1月  1日

2月  2日

1月 31曰

1月 10日

1月 20日

1月  9日

注1前年の夏期に水温と気温が逆転した日付

2を見ると,21X11年は水温降下開始 ,0℃ ,

‐1°Cいずれも過去 5年間で最も早かつたこ

とがわかつた。これはオホーツク海の密度

躍層が約 50mと浅いため (Aota and

Masuyama,1983),水 温・海氷量は気温変動

に対して敏感であることから,21XXl年の秋

から冬にかけての低温の影響を大きく受け

たためと考えられる.

4.ま とめ

過去 31年の長期変動を見ると,1971～

1997年は顕著な減少傾向を示していたが ,

1998年以降は急激な増加傾向を示している

ことがわかつた .

21X11年の氷況は 1971年以降,1978年に

次いて 2番目に多い面積であつた。マイク

ロ波放射計による観測から,21X11年の最大

海氷面積は日本海・太平洋流出分を含める

と,オホーツク海の 99%相当に達していた

ことがわかつた.最大氷厚 (空間平均)は

過去 10年間で最大であつた .

気温・水温に着目すると,211111年は北海

道沿岸域の気温が低 く,秋から冬にかけて

水温の冷却が発達 していた。その結果,過

去 5年間で最も早 く‐1°Cに達していた。こ

れはオホーツク海の密度躍層が約 511mと浅

いため ,2111Xl年の秋から冬にかけての低温

の影響を大きく受けたためと考えられる.

搬

気象庁の 1971年 から1999年 までの海氷

存在域データは,気象庁気候・海洋気象部

海上気象課海氷班より提供して頂いた。

CMS5の可視画像は東海大学情報技術セン

ターより提供して頂いた.

本研究は宇宙開発事業団「IARC NASDA

情報システム及び衛星データを利用する北

極圏研究」(代表 :榎本)の一貫として行わ

れた。また,ホクサイテック財団の平成 12

年度若手研究者研究奨励補助金 (申請名「人

工衛星リモートセンシングによる海氷の厚

さ 体積情報抽出法の確立」)を受けて行わ
れた。
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